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こ
の
ほ
ど
、
当
団
体
の
会
長

を
長
年
務
め
て
い
る
秋
間
利
久

会
長
が
、
総
務
大
臣
に
よ
る

賞
、「
地
縁
に
よ
る
団
体
功
労

者
総
務
大
臣
表
彰
」
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
写
真
は
、
表
彰
式

の
際
の
も
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
、

東
京
都
町
会
連
合
会
会
長
の
大

崎
秀
夫
会
長
が
駆
け
つ
け
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
自
治
会
や
町
会
な

ど
の
地
縁
に
よ
る
団
体
の
代
表

者
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
在
職

し
、
地
域
的
な
共
同
活
動
を
通

じ
て
良
好
な
地
域
社
会
の
維
持

及
び
形
成
に
顕
著
な
功
績
が
あ

っ
た
と
認
め
ら
れ
る
人
を
総
務

大
臣
が
表
彰
す
る
も
の
。
約
20

年
に
わ
た
り
、
地
域
活
動
に
貢

献
し
、「
町
の
顔
」と
し
て
皆
さ

ん
を
支
え
て
き
た
秋
間
会
長
の

た
め
に
あ
る
よ
う
な
賞
で
す
。

　

東
北
大
震
災
後
も
数
々
の
天

災
が
続
き
、
そ
の
た
び
に
「
町

会
自
治
活
動
が
盤
石
な
と
こ
ろ

は
、
生
存
者
が
多
い
」
こ
と
を

目
の
当
た
り
に
す
る
機
会
が
多

い
私
た
ち
。
今
こ
そ
、
秋
間
会

長
の
よ
う
な
人
が
日
本
社
会
に

お
い
て
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、行
政
の
ほ
う
も
、町
会
、自

治
会
を
取
り
ま
と
め
て
く
れ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
あ
ふ
れ
る

人
材
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
今
ま
で
の
表
彰
基
準

と
異
な
り
、
全
国
自
治
会
連
合

会
の
基
準
で
長
年
、
地
縁
活
動

に
携
わ
っ
て
い
る
人
が
表
彰
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

ま
で
、消
防
団
、民
生
委
員
の
表

彰
は
あ
っ
て
も
、
町
会
長
自
治

会
長
の
表
彰
は
な
か
っ
た
の
で

す
。
こ
の
秋
間
会
長
の
表
彰
は

「
町
会
自
治
会
長
で
、長
き
に
わ

た
っ
て
励
め
ば
叙
勲
の
対
象
に

な
る
」
と
い
う
の
を
世
に
示
し

た
こ
と
と
な
り
ま
す
。
秋
間
会

長
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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表彰式にて。都町連の大崎会長とともに

地元元横山町の皆さんと夜のパトロール

全
国
で
23
人
の
表
彰
者
の一人
に

　
　
　

秋
間
会
長
が
選
ば
れ
ま
し
た

�

「
地
縁
に
よ
る
団
体
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
」
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持参すると、様々な特典がつくように。
八王子の企業様、読者の皆さん、
今後とも町自連だよりをご活用ください。
� （お問い合わせは、町自連まで）

次号から「町自連だより」に特典がつきます！
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昨
年
も
広
島
県
の
土
砂
災

害
、
長
野
県
北
部
の
地
震
災
害

な
ど
、
多
く
の
災
害
が
、
日
本

各
地
で
起
こ
り
ま
し
た
。
が
、

「
町
会
自
治
会
活
動
を
き
ち
ん

と
し
、
地
域
に
だ
れ
が
住
ん
で

い
る
の
か
を
み
ん
な
が
把
握
し

て
い
る
」
エ
リ
ア
は
、
人
々
の

生
存
率
が
高
い
の
で
す
。

　

こ
の
ほ
ど
滝
山
二
丁
目
町
会

は
、
1
年
を
か
け
て
野
口
町
会

長
の
も
と
、
防
災
訓
練
を
計

画
、
地
域
の
底
力
助
成
金
で
、

防
災
マ
ッ
プ
、
防
災
安
全
旗
、

防
災
訓
練
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り

上
げ
ま
し
た
。
先
の
よ
う
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
っ
た
わ
け
で

す
が
、
と
く
に
11
月
9
日
日
曜

日
の
訓
練
当
日
は
こ
の
地
域
１

０
９
世
帯
の
8
割
が
集
ま
り
、

大
盛
況
で
し
た
。

　

野
口
会
長
は
、「
阪
神
大
震

災
で
も
、
揺
れ
て
か
ら
建
物
が

つ
ぶ
れ
る
ま
で
、
約
4
〜
5
秒

か
か
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
出
て

い
ま
す
。
そ
の
時
、
凍
り
つ
い

て
し
ま
う
人
、
と
っ
さ
の
行
動

が
で
き
る
人
で
は
生
存
率
が
異

な
る
そ
う
で
す
。普
段
か
ら『
防

災
の
意
識
が
あ
る
人
』『
な
い

人
』
の
差
は
大
き
い
。
こ
の
町

会
の
防
災
訓
練
で
住
民
に
『
防

災
意
識
』
が
、
芽
生
え
る
だ
け

で
も
大
成
功
だ
と
思
い
ま
す
」

と
の
こ
と
。
特
に
、
防
災
安
全

旗
は
、画
期
的
で
、他
町
会
も
ど

ん
ど
ん
見
習
い
た
い
で
す
ね
。

TEL：042-676-4122

歓送迎会・謝恩会の予約承ります歓送迎会・謝恩会の予約承ります

八王子日本閣 検索

【パーティプラン】
7,000円（税別）より
和・洋 ビュフェ、コース料理
バス送迎有り

八
王
子
市
片
倉
町
４
４
０−

６
☎
０
４
２−

６
３
７−

３
４
５
９

タ
タ
ミ
の
こ
と
な
ら『
タ
タ
ミ
の
あ
な
み
ず
』へ

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
あ
り
ま
す

町
会
自
治
会
が〝
あ
な
た
の
命
を
守
る
〟

　
地
震
、
台
風
、
土
砂
崩
れ
。
災
害
で
命
が
助
か
る
人
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、「
地
元
の
仲
が
い
い
」

そ
う
で
す
。
あ
る
意
味
、
自
治
会
町
会
活
動
は
、「
最
大
の
災
害
保
険
」
と
い
え
る
の
で
す
。

滝
山
町
二
丁
目
町
会�【
地
域
の
底
力
再
生
事
業
助
成
事
業
】

避
難
＆
防
災
訓
練

左から防災安全旗、防災マップ、マニュアル

109世帯の8割が集まりました

講演会も熱心に聞き入りま
す。皆の意識の高さがうかが
えました

アルファ米をふやかす訓練も
ありました

11月9日当日、協力してくだ
さった小宮消防署の方々

純心女子学園のシスターたち
も参加

滝
山
二
丁
目
町
会
防
災
訓
練

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

1
　

９
月
末

　

防
災
講
演
会
の
開
催

➡

2
　

９
月
中
旬
〜
10
月
初
旬

　

�

防
災
マ
ッ
プ
お
よ
び
防

災
安
全
旗
の
作
成
・
実

施

➡

3
　

11
月
9
日

　

防
災
訓
練　

�　

�【
避
難
訓
練
】及
び
炊
き

出
し
の
実
施
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平
成
26
年
度
の
役
員
研
修
会

は
、
11
月
26
日
〜
27
日
の
日
程

　

中
越
地
震
か
ら
10
年
。
私
た

ち
、
横
山
南
地
区
町
会
は
、
さ

る
９
月
16
日
に
震
災
当
時
の
こ

と
を
知
り
、
復
興
の
状
況
を
つ

ぶ
さ
に
見
る
た
め
に
、
旧
山
古

八
王
子
市
片
倉
町
１
４
０
４
☎
０
１
２
０－
４
４
５－

７
５
５
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
２－

６
３
９－

１
１
５
５

納
得
の

田
仕
舞
の　

煙
を
攫
う　

神
渡
し

（
加
住
町
会
　
金
子
文
平
）

切
り
分
け
て　

も
ら
ひ
し　

柿
の
食
べ
く
ら
べ

（
左
入
町
会
　
長
澤
千
和
子
）

木
枯
に　

妙
義
連
山　

尖
り
け
り

（
丹
木
町
会
　
松
江
節
子
）

木
枯
や　

飴
切
る
音
の　

気
風
良
き

（
丹
木
町
会
　
澤
田
良
子
）

神
泉
の　

水
ま
ろ
び
あ
ふ　

初
硯

（
台
町
四
町
会
　
田
中
亘
代
）

澄
み
切
っ
た　

空
に
稜
線　

黒
々
と

　
　

高
尾
の
山
の　

朝
は
明
け
た
り

�

（
平
岡
町
会
　
小
林
　
晃
）

職
退
き
て
束
縛
の
な
き
蹠
を

　
　

し
ま
い
湯
に
揉
み
こ
こ
ろ
足
ら
え
り

�

（
緑
町
西
町
会
　
小
柳
清
治
）

爺
臭
い　

孫
に
言
わ
れ
て　

タ
バ
コ
辞
め

�

（
平
岡
町
会
　
小
林
　
晃
）

本
読
ま
ぬ　

ス
マ
ホ
与
え
る　

親
の
罪

�

（
緑
町
東
町
会
　
横
倉
幸
一
）

冗
談
が　

通
じ
ぬ
仲
の　

無
頓
着

�

（
緑
町
東
町
会
　
横
倉
幸
一
）

で
静
岡
県
地
震
防
災
の
体
験
と

見
学
を
中
心
に
研
修
し
ま
し

た
。
有
名
な
丹
那
断
層
を
見
学

に
行
っ
た
の
で
す
。
こ
の
断
層

は
、
昭
和
５
年
の
最
大
震
度
６

の
北
伊
豆
地
震
の
要
因
と
な
り

ま
し
た
。
以
下
は
、
町
自
連
副

会
長
の
中
島
氏
の
感
想
で
す
。

　
「
３
．
１
１
の
大
震
災
か
ら

志
村（
現
長
岡
市
山
古
志
）を
訪

れ
ま
し
た
。
全
村
民
２
１
６
７

人
が
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

様
子
、
そ
し
て
、
大
き
く
崩
れ

た
山
の
痕
な
ど
見
る
と
、
い
か

に
大
変
だ
っ
た
か
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。人
的
被
害
は
、

死
亡
し
た
５
人
、負
傷
者
25
人
、

住
宅
全
壊
は
２
９
７
戸
、半
壊

69
戸
、そ
の
他
、道
路
寸
断
、棚

田
崩
壊
な
ど
被
災
地
の
恐
怖
感

い
て
も
、
防
災
の
関
心
は
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
静
岡
に
お
い
て

も
自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
に

よ
り
、
防
災
の
担
い
手
と
し
て

若
い
人
の
積
極
的
な
活
動
気
運

に
期
待
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
防
災
活
動
の
狙
い
は
、
ま

ず
生
命
を
守
る
こ
と
、
そ
し

て
、
他
の
人
た
ち
を
助
け
、
地

域
の
組
織
活
動
に
委
ね
る
こ
と

で
す
。
自
助
、
共
助
、
公
助
が

今
言
わ
れ
て
い
る
３
点
セ
ッ
ト

で
す
。
絆
は
そ
こ
に
存
在
す
る

と
思
い
ま
す
」

は
い
か
ば
か
り
か
、
実
際
に
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
、
住
ん
で
い
る
私
た
ち
の

地
域
で
も
、
都
直
下
型
の
大
地

震
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
最
近
は
、
大
豪
雨
に
よ
る

土
砂
災
害
が
各
地
で
現
実
に
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
各
町
会
で
も

防
災
訓
練
を
行
い
、
災
害
に
対

す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が

自
分
た
ち
の
命
を
守
る
こ
と
が

大
前
提
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一

人
ひ
と
り
真
剣
に
取
り
組
む
こ

と
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、
今
回
の
研
修
で
改
め
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
横
山
南
地
区
町
会
自
治
会
連

合
会　

中
嶋
勝
さ
ん
）

丹
那
断
層
を

研
修
会
で
見
学

あ
の
中
越
大
震
災
の

山
古
志
を
訪
問

土砂で1，2階が埋まった家屋。３階だけが
当時のままになっている

復興交流館で、災害の状況
について説明を受ける

す
で
に
４
年

が
経
過
し
ま

し
た
が
、
以

前
と
は
違
い

各
町
会
に
お

八王子
猫のおうち探しの会
☎080－5496－8838
（10時〜19時）
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子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
地
域
か
ら
親
し
ま
れ
る
医
療
機
関
を
め
ざ
し
て

駒
木
野
病
院
☎
０
４
２－

６
６
３－

２
２
２
２

　

浅
川
地
区
市
民
運
動
会
は
今

回
が
44
回
で
毎
年
継
続
実
施
さ

れ
参
加
人
数
は
２
０
０
０
人
以

上
と
市
内
で
も
大
き
な
市
民
運

動
会
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
会
自
治
会
の
加
入
率
は
浅

川
地
区
は
悪
い
ほ
う
で
は
な
い

の
で
す
が
、
年
々
減
少
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、

旅のことなら

八 王 子 営 業 所
☎042-656-5602
八王子市北野町553-8　テンジンビル壱番館103
●営業時間 平日9：00～17：30　土曜9：00～12：00
 定休日　日曜・祝日

あさひ国際旅行

　 【
地
域
の
底
力
再
生
事
業
助
成
事
業
】

町
会
自
治
会
加
入
促
進
活
動

　

エ
リ
ア
が
広
い
の
に
も
か
か

わ
ら
ず
、伝
統
的
に
地
域
の
皆

の
仲
が
よ
く
、結
束
も
堅
い
加

住
地
区
。各
町
会
が
持
ち
回
り

で
加
住
小
学
校
の
生
徒
た
ち
に

色
々
教
え
た
り
遊
ん
だ
り
す
る

の
が
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

で
す
。さ
る
11
月
に
は
、夏
に
ま

い
た
大
根
の
収
穫
が
行
わ
れ
ま

し
た
。集
ま
っ
た
約
60
人
の
生

徒
た
ち
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
一
杯
の

大
根
を
収
穫
し
大
騒
ぎ
。高
齢

者
と
小
学
生
の
交
流
も
微
笑
ま

し
く
、こ
の
よ
う
に
普
段
か
ら

「
顔
見
知
り
」に
な
っ
て
お
け

ば
、子
供
へ
の
見
守
り
効
果
も

生
じ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

町
自
連
で
は
、
毎
年
、
会
員

の
方
々
の
た
め
に
、
パ
ソ
コ
ン

研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
の
先
生
が
、
少
人
数
で
教

え
て
く
だ
さ
る
の
で
、
と
て
も

わ
か
り
や
い
と
大
評
判
で
す
。

希
望
者
は
、
町
会
自
治
会
長
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
会
活
動
の
中
で
比
較
的
参
加

し
や
す
い
運
動
会
の
参
加
条
件

を
緩
和
し
て
、
町
内
エ
リ
ア
内

の
未
加
入
者
ま
で
広
げ
、
事
前

の
広
報
活
動
で
参
加
要
請
。
あ

わ
せ
て
町
会
加
入
を
打
診
し
ま

し
た
。

　

事
前
に
加
入
促
進
の
回
覧
と

掲
示
板
の
ポ
ス
タ
ー
で
お
知
ら

せ
し
、
運
動
会
の
当
日
は
、
懐

か
し
い
運
動
会
の
写
真
と
加
入

促
進
ポ
ス
タ
ー
で
パ
ネ
ル
展
を

行
い
ま
し
た
。
昼
休
み
に
は
、

22
名
の
町
会
長
自
治
会
長
が
、

加
入
促
進
行
進
を
実
施
し
た
の

で
す
。
さ
ら
に
は
、
後
日
行
わ

れ
た
地
域
の
文
化
展
で
も
パ
ネ

ル
展
を
実
施
、
市
協
働
推
進
課

担
当
者
が
両
日
と
も
活
動
に
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
結
果
が
す
ぐ
出

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

地
道
に
い
ろ
ん
な
方
法
で
続
け

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。

伝統的にたくさん人が集まる運動会

町
会
長
自
治
会
長
の

加
入
促
進
行
進

パ
ネ
ル
展
に

見
入
る
皆
さ
ん

浅
川
地
区
町
会
連
合
会

�

水
野
康
直
会
長

　
加
住
地
区

�

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

　
楽
し
い
と
大
評
判
！

�

町
自
連
パ
ソ
コ
ン
研
修
会

こんな少人数での授業。とてもお得です
子どもたちが抜いた大根は軽トラック
にどんどん積まれていきます

「町自連だより」にあなたの町のニュースを！
　この広報誌では、八王子市町会自治会連合会の会員からの、様々な町のお知らせ、
皆さんに知らせたいことなどの投稿をお待ちしております。広報的なニュースが多
いため、全部掲載になるとは限りませんが、極力、努力いたします。文章にあなた
の住所、名前、所属町会、電話、メールなどをお書き添えの上、１ページ目にある
住所か、以下のメールにご投稿ください。

chojiren@chojiren-hachioji.jp
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加
藤
公
恵
氏
よ
り

　

今
回
、
Ｐ
６
か
ら
は
、
数
井

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
数
井
先
生
や

そ
の
お
仲
間
の
先
生
た
ち
の
訪

問
診
療
の
特
集
だ
そ
う
で
す

ね
。
こ
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
絹
の
道
」
理
事
長
の
村
上

さ
ん
は
施
設
を
運
営
な
さ
っ
て

い
る
、そ
し
て
、数
井
先
生
は
、

訪
問
医
療
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

で
あ
る
。
そ
し
て
、
訪
問
看
護

に
携
わ
る
私
。
実
は
皆
、
知
り

合
い
で
す
。
そ
う
、
い
ま
や
、

「
施
設
に
入
れ
る
か
在
宅
か
」

と
い
う
議
論
で
は
な
く
、
皆
が

連
携
、
協
力
し
高
齢
者
医
療
、

介
護
に
立
ち
向
か
わ
ね
ば
な
ら

な
い
時
代
な
ん
で
す
ね
。

村
上
理
事
長
よ
り

　

私
は
こ
の
特
養
「
絹
の
道
」

を
始
め
て
か
ら
20
年
た
ち
ま
し

た
。
私
は
、
高
齢
の
介
護
が
始

ま
っ
た
こ
と
で
、
家
族
が
崩
壊

す
る
の
を
防
ぎ
た
い
。
そ
し

て
、
介
護
さ
れ
る
側
も
、「
長

生
き
」
と
い
う
あ
る
意
味
「
人

生
の
勝
利
者
」
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
最
後
に
苦
し
む
の
を

避
け
た
い
、
そ
う
考
え
て
き
ま

し
た
。
だ
か
ら
、
極
力
、
介
護

認
定
で
要
介
護
度
が
高
い
人
を

入
所
さ
せ
る
。
端
的
な
数
字

で
表
す
と
、
う
ち
の
入
所
者

さ
ん
の
平
均
要
介
護
度
が

「
４
，
６
」。
全
国
平
均
は

「
３
，
８
」。
い
か
に
、
う

ち
の
入
所
者
さ
ん
の
要
介

護
度
が
高
い
か
こ
の
数
字

で
お
分
か
り
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
位
に
な
る

と
、「
在
宅
で
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
看
る
」
な
ん
て
い
う
老

老
介
護
は
限
界
。
共
倒
れ
で

す
。
こ
の
レ
ベ
ル
だ
と
6
時
間

に
1
回
、
お
む
つ
を
替
え
る
な

ど
、
仕
事
が
多
い
。
特
養
型
の

介
護
を
在
宅
で
や
る
と
、
60
万

円
以
上
か
か
り
ま
す
（
そ
れ
を

介
護
保
険
で
カ
バ
ー
し
ま

す
）。
プ
ロ
で
な
く
ち
ゃ
、
無

理
。
だ
か
ら
私
は
、
そ
う
い
う

人
た
ち
を
受
け
よ
う
と
努
め
て

き
ま
し
た
。
が
、
う
ち
が
カ
バ

ー
で
き
る
の
は
こ
の
、
鑓
水
地

域
。
入
所
７
０
０
人
待
ち
な
ん

で
す
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
っ

て
？　

そ
う
そ
れ
こ
そ
、
僕
は

こ
れ
か
ら
は
「
地
域
力
」。
地

域
で
認
知
症
患
者
を
見
て
い

く
。
老
老
介
護
で
苦
し
む
家
族

を
地
域
の
皆
で
フ
ォ
ロ
ー
す

る
。
み
ん
な
で
「
見
守
る
」。

そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て

い
か
な
い
と
な
ら
な
い
時
代
が

来
て
い
る
、
そ
う
思
い
ま
す
。

和
食
弁
当
２
２
０
円
〜
販
売
し
て
お
り
ま
す

五
千
円
以
上
配
達
☎
０
４
２－

６
６
１－

２
５
２
４

前回に引き続き、「特別養護
老人ホーム　絹の道」の村上
理事長にお話を伺いました。

加藤公恵（かとうきみえ）

長年福祉と介護の世界にたず
さわる介護のエキスパート。

 

プロフィール

医療法人社団永生会　
在宅総合ケアセンター
センター長
介護統括管理部長

加藤公恵氏が尊敬する
「特別養護老人ホーム絹の道」の村上理事長
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お
問
い
合
わ
せ
を

た
く
さ
ん
い
た
だ
い
て

　

こ
の
「
町
自
連
だ
よ
り
」
で

何
回
か
、
数
井
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

数
井
学
先
生
を
ご
紹
介
し
て
き

ま
し
た
。「
在
宅
医
療
専
門
の

お
医
者
さ
ん
」
と
し
て
。
す
る

と
「
ど
う
し
た
ら
受
け
ら
れ
る

の
？
」
と
い
う
質
問
が
数
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
、
在
宅
に
関
し
て
の
情
報
は

少
な
い
の
で
す
。

　

ま
ず
、
在
宅
医
療
と
は
、
緩

和
医
療
な
ど
の
医
療
者
が
、
通

院
困
難
な
患
者
の
自
宅
も
し
く

は
、
老
人
施
設
な
ど
を
訪
問
し

て
医
療
を
行
う
こ
と
。
そ
れ
に

は
、
以
下
の
表
２
の
よ
う
な
担

い
手
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
事

が
異
な
り
ま
す
が
、
連
携
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
中
の

か
か
り
つ
け
医
の
仕
事
で
す
。

往
診
と
訪
問
診
療

ど
う
違
う
の
？

　

さ
て
昔
か
ら
「
往
診
」
し
て

く
れ
る
医
師
は
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
と
、「
訪
問
診
療
」
は
ど

う
違
う
の
で
し
ょ
う
か
？

　

訪
問
診
療
は
、
介
護
保
険
、

も
し
く
は
、
健
康
保
険
の
中

で
、
あ
ら
か
じ
め
、
患
者
さ
ん

の
状
態
を
診
察
。
医
師
が
診
療

の
計
画
を
立
て
定
期
的
に
（
1

週
間
に
1
回
、
2
週
間
に
1
回

な
ど
）
患
者
さ
ん
の
自
宅
や
老

人
ホ
ー
ム
に
出
向
い
て
診
療
す

る
も
の
。
高
齢
者
の
場
合
は
、

そ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
が
行
い
ま

す
。
こ
の
計
画
以
外
に
、
急
に

具
合
が
悪
く
な
り
、
医
師
に
来

て
も
ら
う
こ
と
を
往
診
と
い
い

ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
在
宅

療
養
支
援
診
療
所
を
掲
げ
て
い

る
医
師
が
対
応
し
ま
す
。

健
康
な
う
ち
か
ら
学
ぶ

問
い
合
わ
せ
も
受
け
付
け

　

さ
て
、
訪
問
診
療
に
つ
い

て
、
知
り
た
い
方
は
、
来
た
る

1
月
24
日
（
土
）
に
表
１
の
よ

う
な
数
井
先
生
に
よ
る
医
学
講

座
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
訪
問

診
療
の
こ
と
な
ら
、
八
王
子
市

医
師
会
の
担
当
雨
宮
さ
ん
か
田

川
さ
ん
に
直
接
電
話
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
近
く
の
医

師
の
紹
介
な
ど
の
相
談
に
乗
っ

て
く
だ
さ
い
ま
す
。

八王子市民医学講座
『在宅療養を支える訪問診療』
� 〜在宅医療の活用方法〜
日時：2015年1月24日（土）
　　　14：00〜 16：20
会場：クリエイトホール５F
　　　（八王子市東町5−6）
受講料：�無料�（予約、登録、申し込み

不要）
※入場は先着順となります。
　（定員216名）
【講演】 数井 学 （数井クリニック院長）

数井クリニック院長
数井学先生

八王子市医師会
在宅療養支援相談窓口
☎０４２－６４２－０１８１
担当：雨宮、田川

表２：在宅医療の担い手
名称 内容

訪問診療または往診 医師が定期的・計画的な診療
（多くは月に2〜 4回）によ
り、在宅患者の病状管理を行
う。容態悪化時には随時訪問
し診療も行う。

訪問看護 訪問看護師の定期的・計画的
な訪問により患者の主に医療
的な処置、ケアを行う。その
業務範囲は非常に幅広いが、
家事援助や単なるマッサージ
などは他職種が担うものとさ
れており、業務外（報酬対象
外）とされている。

※�この他、訪問歯科診療、訪問リハビリテーションなどあり
ますが、次回以降紹介

パネルディスカッ
ッション・質疑応
答もあります。

表１： 知
っ
て
い
る
と
知
ら
な
い
と
で
は
大
違
い

在
宅
で
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る

政
府
は
急
速
な
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、「
在
宅
で
医
療
を
受
け
る
」
体
制
を
整
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
訪
問
診
療
、
往
診
、
訪
問
看
護
…
…
似
て
い

る
け
ど
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
…
…
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
今
回
か
ら
、
丁
寧
に
、
そ
れ
ら
の
違
い
、
現
状
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。
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今年こそ、元気なうちに。

遺言書作成

八王子市本町 12－11（いちょうホールそば）
Tel  042-686-3816　Fax  042-686-3804行政書士 荒井兄吾

八王子行政書士法務事務所

私が
お手伝いします。
初回相談料無料

訪
問
診
療
を
し
て
下
さ
る

訪
問
診
療
を
し
て
下
さ
る

個
性
豊
か
な
先
生
の
横
顔

「いつでも看てくれる医院」を目指して

開業して30年。思い出に残る患者さんが

医者の仕事は天職。ずっと続ける

開業医だからこそ可能な、「初診から看取りまで」

　当院は、9時から19時（日祝日は18時）まで、お昼休
みを除き、ずっと診療を行っています。年末年始以外休
みなしが特徴のクリニックです。南大沢は八王子では
珍しく、全年齢の人が増えているエリアです。高年齢者
率は比較的低いのですが、それでも通院困難な人が出
てきます。訪問診療は、開業時からやっています。当
時70代だった人が80代になります。毎月のように拝
見していると、信頼関係もできあがります。医者のほう
も自然に最期まで看て差し上げたい、と思うようにな
ります。これが地域医療の醍醐味だと私は、思います。

　私は心臓内科で、介護保険ができる前から約30年、
今でいう訪問診療はしてきました。寝たきりや難病
で、呼吸器をつけた方も多く、呼吸器の管理ができる
開業医も少なかったのです。若いころは朝8時から夜
8時診察し、時間外の往診もしていましたね。今、訪
問診療に携わるお医者さんたちの仲間ができ、それは
心強いことです。一人の医師では限界もありますから
ね。私が思い出に残っているのはある難病の20歳の
若者。4年間くらい、訪問しました。とても賢明な青
年だったので、今でも時々、思い出します。

　私は内科一般医。いろんな患者さんのいろんな相談
に乗る窓口だと思っています。患者さんと話し、幸せ
になってもらうのが仕事です。訪問で一番印象に残っ
ているのが、末期がんの患者さんで、私と同じに歌が
好きな人がいた。診察の時、私がオペラを歌い、一緒
に歌を楽しんでいた。「次は何を歌う？」と。そしたら、
余命が1か月が6か月に。最期にその方が、「先生、在
宅療養楽しかった」と。「楽しい時間」は人間を元気
にするんです。3か月に一度、誰でも参加できる「待
合室懇談会」を開催します。ぜひいらしてください。

　私の父が長房の地に開業してからちょうど50年。今、
私が専門としている呼吸器の分野では、病院で行う治寮
を自宅でやろうとするとかなり専門的な指導が必要とな
ります。訪問診療は、人工呼吸器管理や在宅酸素療法を
自宅で実施していらっしゃる方を50人ほど診ていて、中
には、幼児の在宅呼吸器治療を行うこともあります。病院
のICUで非常に不安定であった患者さんが、在宅では安
定することも多く、家族が行うケアは非常に優れている
と思います。一人の患者さんを初診から看取りまででき
る……私は開業医になってよかったと思います。

南大沢メディカルプラザ
院長

野村 祐二 先生（57）

伊藤内科クリニック
院長

伊藤 秀二 先生（65）

八王子保険生活協同
組合 理事長
健友クリニック
院長

小川 一夫 先生（71）

渡辺医院
院長

渡辺　東 先生（55）
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身
体
の
痛
み
の
こ
と
な
ら
お
任
せ
下
さ
い
／
交
通
事
故
・
各
種
保
険
取
り
扱
い

健
幸
堂
八
日
町
４
丁
目
バ
ス
停
前
☎
６
２
３－

８
２
６
６
／
京
八
徒
歩
１
分
☎
６
４
９－

８
３
５
６

　皆さん、ご存知ですか？八王子市戸吹に「明治安田グリーンランド」とい
うでっかいグラウンドがあることを！そして、そこをベースに練習している
のが、アメフトチーム「明治安田パイレーツ」。なんと1部リーグの強豪、
昨年は5位でした。社会人チームが、全国で約70あるうちの5位です！加住
エリアの人々とは毎年、交流会を開いているパイレーツですが、「もっとも
っと地域の人と交流し、八王子を＜アメフトの町＞にしたい！」とＧＭの宮
本幸司さん。皆で、パイレーツを応援し、八王子から日本一を出しましょう！
先ずはアメフトを知っていただくために、以下の試合のチケットを25組50
名様にプレゼントします。
【応募要項】
◎試合日　春のオープン戦（日時未定）※４月の土日祝日になる予定　
◎申し込み方法　メールの件名に「町自連プレゼント」、メール本文に住所、
氏名、電話番号を明記の上送信してください
◎メールアドレス　pirates.office@gmail.com　�◎応募締切　2015年3月1日必着
※当選発表は、発送をもって代えさせて頂きます

　たびたび、ここでも紹介してい
たバンド、フラチナリズムが、こ
のほど、札幌に旅立ちました。彼
らたちは、八王子をもりあげてく
れ、八王子の老若男女をひとつに
してくれました。ボーカルのモリ
君の言葉です。
　「僕たちは札幌に旅立ちます
が、八王子が『第2の故郷』であ
ることに変わりはありません。今
後、札幌と八王子を結ぶような動
きをしていきたいです。そして4
月には八王子で凱旋公演をしま
す」楽しみに待ちましょう。

　このお店、以前にも紹介したが、昨年初夏か
ら「夜営業」をスタート。それと同時にちょっ
とした居酒屋さん風のツマミを増やした。その
値段を見ると「300円200円100円」のオン
パレード。それも、手作りのおふくろの味ばか
り。「なんですか？この安さ？」すると、美人
女将さん、「あのね、皆が安いほうがいいって
いうの」そりゃ、そうですが……。オープン30年
のこのお店、看板のたこ焼き、今川焼、焼きそ
ば、甘味も健在。朝から晩まで、賑わっていま
す。こういう ＂地元の店＂ はずっと続いてほし
い。皆さん、ぜひ立ち寄ってみてください。

音楽で八王子を町おこししてくれた
フラチナイズムが行っちゃった！

加住の「明治安田グリーンランド」のファンフェスタにて

美味しいつまみばかり

派手めの外観の
ちろりん村

音楽で八王子を町おこししてくれた音楽で八王子を町おこししてくれた音楽で八王子を町おこししてくれた

八王子をアメフトの町にしよう!!

300円以下つまみ多数。
驚きのお店
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